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 道路は，公共施設の中でも景観的な重要性が高いため，設計において，その地域特性に応じ

た道路デザインが必要である．2021年4月10日に静岡県に開通した須走道路・御殿場バイパス

（西区間）は，世界文化遺産である富士山を通過するため，「富士山を引きたてる名脇役とし

ての道路」でなければならない．本稿では，須走道路・御殿場バイパス（西区間）の「道路デ

ザイン指針」策定における考え方や，指針に基づく設計・施工を通しての評価について報告す

る． 
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１． はじめに 
 道路は，様々な公共施設の中でも景観的な重要性は極

めて高い．他の構造物と同様眺められる対象であると同

時に，そこからその地域を眺める視点場となる場合が圧

倒的に多いからである．そのため，道路設計において，

その地域の特性に応じた道路デザインが必要である． 

2021年4月10日に開通した須走道路・御殿場バイパス

（西区間）は，富士山を背景に持つ道路である．富士山

が世界文化遺産に登録されたこともあり，多くの来訪者

が訪れ，日本を超えて，世界に誇れる美しい風景づくり

に資する「富士山を引きたてる名脇役としての道路」で

なくてはならない．しかしながら，必ずしも常に景観の

専門家がそばに控えているわけではないため，景観的配

慮に関する全体の指針が必要であった． 

 

 

２． 対象路線の概要 
 

(1) 路線概要 

 須走道路・御殿場バイパス（西区間）は，静岡県駿東

郡小山町にある東富士五湖道路須走ICを起点とし，静岡

県御殿場市荻原を終点とする延長約8．1kmの自動車専用

道路である．(図-1) 

 
 

(2) 地域特性の把握 

 本道路の道路デザイン指針を策定するにあたり，地域

特性及び交通特性を把握した． 

a) 地域特性 

 須走道路・御殿場バイパス(西区間)は，富士山の東側

に位置し，御殿場市，駿東郡小山町を通過し，富士箱根

伊豆国立公園周辺における観光道路の役割を持ってい

る．周辺は主に農地，樹林地，旧来からの集落が点在

し，東側には緩やかな丘陵地が広がっている． 

さらに，富士山の近くを通過することで四季折々の姿

を見ることができる地域であることから，富士山の保全

と魅力ある景観づくりが求められている地域である． 

b) 交通特性 

 当該道路に並行する旧国道138号は，須走道路・御殿

場バイパス（西区間）開通前，東富士五湖道路と一体と

なって，東名高速道路，新東名高速道路と中央自動車道

とを接続している唯一の幹線道路であった．  

このため，富士五湖と御殿場・箱根の観光地を連絡す

る観光，物流交通が集中し，さらに地域の生活道路であ

るため，交通渋滞，沿道環境が課題となっていた．2005

年全国道路・街路交通情勢調査のOD調査結果を確認する

と，平日は業務，観光を目的とした交通が多く，休日は

主に観光を目的とした交通が多い傾向にある．(図-2,3) 

 図-1 須走道路・御殿場バイパス（西区間） 

図-2 旧国道138号の渋滞状況 



 
 

 

３． 道路デザイン指針の策定 
 

(1) 検討体制 

 須走道路・御殿場バイパス（西区間）の道路デザイン

を検討するにあたり，「須走道路・御殿場バイパス（西

区間）道路デザイン検討委員会」を組織し，「道路デザ

イン指針」の策定にあたった．本委員会は，学識経験者，

色彩計画家，御殿場市景観計画策定懇話会副座長,静岡

国道事務所，沼津河川国道事務所，静岡県，御殿場市，

小山町，中日本高速道路株式会社で構成し、幹事会3回，

委員会2回を開催し，検討した． 

 

(2) デザインコンセプト 

地域特性を踏まえ，広域的な観点から富士山周辺の統

一的な景観保全と形成を目指す必要があることから，

「富士山を引きたてる名脇役としての道路」をデザイン

コンセプトとした． 

本道路と富士山の眺望景観との関係性として，「須走

道路・御殿場バイパス(西区間)から望む富士山（内部景

観）」と「富士山を望む際に見える須走道路・御殿場バ

イパス(西区間)（外部景観）」がある．内部景観におい

ては，道路利用者にとって，安全・快適な走行を確保す

るとともに，富士山の眺望を楽しめる走行空間を確保す

ることが重要である．一方，外部景観においては，地域

住民が毎日目にする日常生活の一部となることから，道

路構造物としての存在感や圧迫感の軽減を図り，地域と

の調和，背景としての調和を図るとともに，豊かな自然

を保全することが重要であると考えられた． 

 

(3) 基本方針 

a) 基本方針1：世界文化遺産富士山来訪者へのおもてな

し 

須走道路・御殿場バイパス(西区間)の上り線は，道路

利用者にとって，富士山に向かって，解放的でダイナ

ミックな眺望が得られるため ，来訪者に対し，「おも

てなし」の心を持って，富士山の眺望を阻害しない快適

な走行空間を目指すことを「基本方針1」とした． 

b) 基本方針2：富士山が主役 

須走道路・御殿場バイパス(西区間)を前景として富士

山を借景（背景）とすることとなるため，農地及び沿道

の集落から，富士山の良好な景観を確保し，前景となる

道路は脇役となり，目立たない，周りの風景に溶け込む

ことを,「基本方針2」とした． 

c) 基本方針3：豊かな自然との調和 

須走道路・御殿場バイパス(西区間)が通過する地域は，

豊かな自然が残っていることから，工事においても極力

自然を改変しないようにするとともに，自然景観に調和

することを目指すことを「基本方針3」とした． 

 

(4) 指針の位置づけ 

指針策定当時、静岡県，御殿場市，小山町では景観計

画の策定が行われ，良好な景観づくりが行われていた．

また,新東名高速道路においても，道路整備に伴う景観

検討が行われていた． 

このため，本指針は，景観法に基づく各機関が策定し

た計画の位置づけとの整合を図り策定した． 

 

(5) VRの活用 

富士山の眺望に配慮するため，代表地点において内部

景観・外部景観上問題がない道路デザインであることを 
各視点（内部景観，外部景観）からVRにより各構造部

が景観に馴染んでいることを確認した．(図-4) 

 

  

 

 

(6) 色彩方針 

 道路が脇役となるよう，色彩・素材の種類を極力少な

くし，道路付属物においては景観配慮自然系のダークブ

ラウン，グレーベージュ，橋梁部において鋼橋部ではコ

ンクリート系のコンクリート色を基本色とした． 

 

(7) 各構造部デザインの基本的な考え方 

a) 橋梁部 

橋梁本体及び付属物がもたらすラインやコンクリート

が基調となる色彩の視覚的な連続性や周辺景観との調和

に配慮した道路デザインとすることとした． 

b) 土工部 

 土工部においては，人工物感を極力排除することとし，

地域環境との調和を図りながら景観性を統一し，富士山

の眺望を阻害しない道路デザインとすることとした． 

c) 構造物 

 良好な眺望を極力阻害せず，道路利用者の安全を確保

する機能を持つ施設となる道路デザインとすることとし

た． 

図-3 交通特性 

図-4 内部景観（左）,外部景観（右） 

業務A： 
貨物や荷物の運搬を

伴わない業務 
業務B： 
貨物や荷物の運搬を

伴う業務 



 

d) 道路付属物 

周辺景観に馴染む構造と色彩をトータルでデザインし，

道路としての一体感を壊さない道路デザインとすること

とした． 

 

 

４． 指針に基づく設計・施工に関する評価 

 
 道路デザイン指針を基に設計施工について状況を評価

した． 

 

(1) 橋梁部 

 鋼製桁は橋脚の色彩及び背景との調和に留意しグレー

系色，検査路等の付属物はコンクリートに馴染む溶融亜

鉛メッキを採用した．なお，付属物のうち投物防止柵は，

格子金網を使用することで，富士山の眺望の確保を可能

とし，さらに，端部を三角形ですりつけることで，ス

ムーズな印象を与えるデザインとなった．また，橋台部

にフェイシアライン（スリット）を採用したことで，壁

高欄の水平ラインが連続し一体感が向上した．(図-5) 

 

 

 

 

(2) 土工部 

 土工部は，省管理雑草抑制型芝草によるのり面緑化を

実施することで，のり面の植生が繁茂した場合でも景観

を大きく損なわず，自然との調和を図るとともに維持管

理性に優れたデザインとなった．さらに，路肩部の雑草

繁茂による景観悪化を防ぐため，保護路肩水平部及びの

り尻水平部への張コンクリートも実施した． 

また，縦排水溝の配置間隔を長くし，函渠ウイング沿

いなどに配置することで景観的違和感が軽減した．（図

-6） 

 

(3) 構造物 

 ボックスウィングを奥側に折ることにより，視覚的に

コンクリート面が少なく見えるようにした．(図-7) 

 

 

 

 

(4) 道路付属物 

 情報板，案内標識支柱，照明灯，CCTV，防護柵などに

は，ダークブラウンを使用することで，背景との調和を 

図ることができた．また，防護柵は透過性が良好なガー 

ドパイプを使用することでより良い眺望を確保すること

ができた．(図-8) 

 

 

 

５． まとめ 

 「富士山を引きたてる名脇役としての道路」をデザイ

ンコンセプトに，富士山の保全と魅力ある景観づくりに

配慮した今回の道路デザインは，須走道路・御殿場バイ

パス(西区間)が，富士山を背景とする，世界に誇れる，

素晴らしい道の風景を作り出すことができたと感じてい

る． 

 今回，策定した指針に基づいた対応の実施状況につい

て評価をしたが，今後，利用実態や利用者の意見等の記

録・調査を実施する予定である． 

また，今後の維持管理において，付属物等の交換時や

舗装の塗り直しにおける安易なデザイン等の変更を防止

するため，本指針を踏まえ，維持管理ガイドラインを作

成する必要がある． 

この須走道路・御殿場バイパス(西区間)での道路デザ

イン指針が，他の地域のデザイン検討の参考となれば幸

いであり，今回の取り組みについて広く情報発信してい

きたい. 

図-5 橋梁部のデザイン 

図-6 土工部のデザイン 

図-7 構造物のデザイン（ボックスウィングを奥側に折った例） 

図-8 道路付属物のデザイン 
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